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研究成果の概要（和文）：

本研究では、機器支援学習活動を展開するための新たな CALL システムを目指した。そのた

めに、教室据え置き型のデバイス（「iTable」と呼称）を用いて、CEFRL が提唱する「行動中

心の考え方」にそった学習活動を可能にすることを目標とした。

学習者が自身の学習過程を振り返り、目標言語についての仮説を形成できるように、認知学

習ストラテジーも養成できる学習システム作りを行った。

研究成果の概要（英文）：
In this study, we built more integrated CALL system (software and hardware) to support

both teaching and learning activities.Therefore, with the interactive touch panel
(called"iTable" ) in the classroom, we aimed for enabling learning activity along "the
thinkingof the way of action-centred" proposed by CEFRL.
This learning systemuses a constructivist approach:it compels learner to always
lookathis/her own learning process in order to be able to form hypotheses about the target
language and ultimately to develop self-learning.
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１．研究開始当初の背景
(1)the Common European Framework of
Reference Languages（CEFRL:外国語の学習・
教育・評価のためのヨーロップ共通参照枠）
が 提 起 し た 「 行 動 中 心 の 考 え 方

（action-oriented）」が、本研究開始の一つの
契機となっている。「行動中心の考え方」と
は、言語の使用者と学習者をまず基本的に
「社会的に行動する者・社会的存在（social
agents）」つまり一定の与えられた条件、特
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定の環境、また特殊な行動領域の中で（言語
行動とは限定されない）課題（tasks）を遂行・
完成することを要求されている社会の成員
とみなすというものである。
(2)また WALL e-learning は、バーチャル環
境を使用した言語習得システム学習者同士
が共同作業を行うインタラクティブなグル
ープワークを提案するものであるが、この時
重要な役割を果たすのが学習目的の達成の
ために学習者同士が共同作業を行うインタ
ラクティブなグループワークである。

これについては、Narcy-Combes, J.-P.
&Walski, J. 2004. Le concept de
tâchessoumis au crible de nouvelles
questions. Les Cahiers de l’APLIUT, vol.
XXIII (1) あ る い は Sagaz, M. 2007.
Theoretical Conception for the
Teaching-Learning Modeling in a Foreign
Language. ICU LanguageResearch
Bulletin, volume 22, ICU.などに着想の糸口
を得ている。

また、我々が発想したソフトウエアは、
Silentway で 用 い ら れ て き た Sound
colorchart（色矩形を使った音声構造パネル）
から着想を得ている。我々の仮説は、この色
矩形が移動可能になれば、紙媒体よりもより
完全で効果的なシミュレーションを行うこ
とができるだろうというものであった。
２．研究の目的

Pierre Rabardel の「機器支援学習活動
（Instrumental Collective Activities）」の
「四極モデル（quadripolar model）」をバー
チャル環境の中で実現していくことによっ
て、これまでのいかなる CALL システムもな
し得なかった水準を目指す。学習者が、彼ら
自身の学習過程を振り返り、絶えず疑問をも
ち、目標言語についての仮説を形成できるよ
うに言語習得過程に関与する要素を「行動中
心の考え方」に基づき統合することを本研究
の目標とする。

３．研究の方法
研究開始当初我々は、壁掛けタイプのインタ
ーアクティブなタッチパネルを構想してい
た（壁掛けならば、全員が同じ情報にアクセ
スし操作し観察することができる）。しかし、
(1)2010 年の時点では、壁掛けタイプには一
つのインターアクティブポイントしかなか
ったが、我々はマルチポイント（複数の人間
が同時に参加できるもの）を探していた。
(2)壁掛けタイプには一度設置したら二度と
動かさないような場所が必要だった、という
二つの理由により壁掛けタイプを断念し、据
え置き型の「iTable」で代替させることとし
た（以下、本プロジェクトを「iTable」と総
称する）。iTable は、タッチパネル技術によ
ってユーザーが画面に提示されたものを指

で操作し、その世界に入り込んで行動するこ
とができる装置である。
言語学習の課程で最も重要な段階はその

入門期にある。学習者は、学習言語の基本的
な形を学ぶだけではなく、その言語を学ぶた
めの方法も同時に学ばなければならない。と
りわけ言語習得において、共同体やグループ
そして個別の活動を相互的にすることはき
わめて重要なことであるが、学習者が i-Table
を使用してどのような協働を行うべきかと
いう点に着目し、本研究の進行を以下のよう
に画定した。

(1) iTable の初期環境の構築
(2)初学者向けの複数のデータベースの作
成

(3)バック・オフィスの構築
(4)オンラインを通したアクセスも含め、ペ

ア・ワークやグループ・ワークによるバ
ーチャル・リアリティー・システムにお
ける学習活動実践

４．研究成果

(1)iTable の初期環境の構築
本プロジェクトは、 LM3LABS 社に

Windows 7上での Snowflakesを用いた C++
言語による完全統合型ネットワーク・アプリ
ケーションをの開発を依頼・発注し、同ネッ
トワーク・アプリケーションが開発された。

iTableは、Windows 7をOSとし、NUITEQ
社の Snowflakes を装填している。

Snowflakes 上で動作する新たなアプリケ
ーションの特徴は、学生が学習言語の表音文
字のそれぞれに割り当てられた異なった色
矩形の助けを借りて適切に読むことを可能
にすることである。本研究プロジェクトの第
一段階は、 Snowflakes 上で動作させる
「iTable アプリケーション」の開発であった
が、後に新たな機能を加えることによって、
同アプリケーションの改善を行い、iTable は、
2012 年 4 月ハードウェア上の問題はクリア
された。

(2)初学者向けの複数のデータベースの作成
データベースは SQLLITE で、iTable の

PC にインストールした。データベースは、
以下の構造で成り立っている（図 1 参照）。

(3)バック・オフィスの構築
バック・オフィスは、データベースと関連

した単純なインターフェースと一連のオー
トメーションを含むもので、LAN ネットワー
クに接続している他のコンピュータから、
Google Chrome ブラウザーによって利用で
きるものである。このバックオフィスの構築
によっては次のような行動が教授者によっ
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て可能となる。

a)学生の管理
b)テキストの準備
：音声・文法情報を、音節・単語単位で
割り当てることができる（図 2 参照）。

：語彙素材のイメージ表示も可能である。
割り当てることができる（図 3 参照）

c)授業の記録
d)スペリング調整
e)チャートデザイン
：以下は、音声チャートの例である。

＜図 1 iTable データベースの構造＞

＜図 2 音節のカラー表示＞

＜図 3 語彙素材のイメージ表示＞

＜図 4 サウンド・チャートのデザイン＞

バックオフィス：

ソフトウェアの表示

：文の構造を色彩表示することもできる。

＜図 5 文の色彩構造表示＞

f)イメージの調整：データベースから既存
のイメージを呼び込んだり、新しいイメ
ージをアップロードすることができる

g)データベース全体の管理

(4)iTable インターフェースと Exercise モジ
ュール

a)iTable インターフェース
iTable は、タッチパネル技術を用いた新

しいインターフェイスを持つ。タッチパネ
ルでユーザーは指による操作でコンピュ
ータにつながれ、コンピュータは行われた
動作を分析し、指の位置情報に分解し、ま
た、すべての指の動きを同時に追い複雑な
指令を認識するための情報をすべて構築
する。また、このアプリケーションは、ク
ライアント・サーバー方式（CSS）を」使
用しているので、オンラインを通したア
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クセスも含め、ペア・ワークやグループ・
ワークによるバーチャル・リアリティー・
システムで学習活動を行うことができる。

b)Exercise モジュール
：アプリケーションは、以下の６つのモ

ジュールから構成されている。学習者
は、このモジュールの各ステップに合
わせて、一般的な学習ストラテジーの
みならず、言語に固有な学習ストラテ
ジー（日本語の長母音と短母音、フラ
ンス語の冠詞など）の習得に近づくこ
とができる。また、媒介語やリピート
学習を用いずに、認知学習ストラテジ
ーを養成する橋渡しにもなる。

1)スペリング・モジュール
:スペルのチェック

2)語彙性と機能の確認モジュール
：テキストの言語情報の確認（図 6参

照）

＜図 6 語彙機能確認モジュール＞

Here put figure ‘the nature and f

module’

3)試行モジュール
：イメージを通した語彙理解

4)シラバス・モジュール
：音節構造の確認

5)リズム・モジュール
：リズムの確認

6)シャッフル・モジュール
：任意に拡散された文の要素を並べ替

えることによって、文を作成し、そ
の正誤を確認する

iTable は、速習ではなく学習の強化を目的
としている。言い換えれば、学習効果を高め
るということである。学生が iTable 上で指を
使って何かを書いたり、表の中に要素を置い
たり、開いたり、指し示したり、読んだり、
大きくしたり、文の中に置いてみたりすると
き、声に出し聞いて行う体を使った学習野中
で、様々な感覚器官が情報の知覚と理解に同
時に用いられ、その結果、記憶を強化するこ
とに繋がっていくと捉えることができる。

[補記]
iTableの開発にあたっては、iTableが「自

動的に行為する」ことが必要であること、ま
た、コンピュータの持つ可能性・能力と学習
者の意識の間に画期的な均衡が築かれること
が重要な点であること、その結果学習者のア
ウェアネスを促進し、自律的学習能力を想像
するという当初の目標を目指した。
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